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1. AWS Cloud9 とは

 https://aws.amazon.com/jp/cloud9/

 ブラウザのみでコードを記述、実行、デバッグできるクラウドベース
の統合開発環境 (IDE) 

https://aws.amazon.com/jp/cloud9/


歴史

 2016年7月にAWSがCloud9を買収

 2017年のre:inventで発表

 2017年12月にリリース



特徴

 ブラウザのみでコードを記述出来る

 リアルタイムで共同コーディング出来る

 40以上の言語をサポート

 Node.js (JavaScript)、Python、PHP、Ruby、Go、C++・・・など

 https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cloud9/latest/user-
guide/language-support.html

 2018年7月現在、東京リージョンには未対応

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/cloud9/latest/user-guide/language-support.html


気になったのが

サーバーレスアプリケーションを簡単に構築
 AWS Lambda 関数をローカルでテストおよびデバッグするための環境を利用
できるらしい

 Lambdaのテストはめんどくさいので簡単に出来たら嬉しそう

 AWS自身の製品なので、AWSとの親和性が高そうなのと、
今後の改良にも期待が持てるのではないか



2. 設定方法
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サービスからCloud9を選択



とりあえず環境作成



Cloud9用のEC2インスタンスを設定



自動シャットダウンの設定とか



確認画面



作成できました



3. 使い方

copyright©2018 FULL MARKS, Inc.15



Lambdaを作成する



Lambdaを作成する



Runtimeやblueprintを選択



Triggerを設定



MemoryとRoleを選択



少し待つと作成完了



Lambdaのコンソール



IDEからローカルとリモートのLambda関数が見れる



リモートのLambda関数もインポート出来たり



リモートのLambda関数もインポート出来たり





ローカル/リモートでの実行とか



共同コーディング

 ※実際の画面参照

 強調表示や選択箇所などは共有ユーザーに表示される

 Runの結果は共有ユーザーには表示されなかった

 Terminalも連動される

 チャットも使えるからIDEの画面から切り替えずにコミュニケーション可能



良かった点

 Lambda関数の作成・デプロイが簡単

 教育の際などの、ペアプログラミングで使えるかも

 ローカルに環境を用意する手間が無い

 AWSの各種リソースとの親和性が高い

 EC2の料金以外は無料



いまいちな点

 IDEとしての補完機能などがIntelliJ IDEAなどに比べるとやは
り弱い

 Pythonでしか試していないが、docstringすら補完してくれず

 pythonでのrequirements.txtから自動でライブラリインストー
ルしてパッケージングしてデプロイ、とかまでしてくれるなら
楽だったかも

 別AWSアカウントユーザーを招待するのが手間がかかった

 AWSアカウントを持つユーザーしか招待できない

 AWSの製品の1種なので仕方ないが



まとめ

現状では普段使いのIDEとして使用したい！とまでは思えなかったが、

AWS自身で提供するIDEということもあり、

今後のバージョンアップに期待したい


